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にⅠのprefacterを問題にしているがこれが多少異っても実験と比較する superc00ling

等-の影響は殆どなく,この意味で理論は者のBeckcr-D'6ringのものから本質的な

進歩ないと云えるo事実最近の実験(5)によると(二02の臨界点近傍での supercoo°ing

はD'driryの理論値の3倍にも達すると云う｡これを説明できる理論は存在しない｡しか

し臨界点近傍では臨界核の形が普通考えられているような球とはちがって不規則によっ

ているであろうし9 droplets間の相互作用或は協力効果が準安定状態をより安定に保

っている可能性もなくはないので,むしろこの様な喰い違いがあってしかるべきであろ

う｡この事はNucleationの措像をはなれてより基礎的な立場から理論 を作 り直す必要

がある事を意味しているのであろう｡但 しその時にも元のStochashicEquationは正 し

いと思われるのでその処理が問題になる｡この様な問題はより簡単な系-1FrlえばTDGL

で記述できるような系 一 について調べてみる事ができる｡最近臨界現象でよく使われ

ているe展開を応用してみるのも一案である｡
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最近, くり込み群の方法による動的臨界現象の研究が盛んになりつつある｡この方法

で具体的な結果を得ようとするとジ ほとんどの場合 e≡ 4-d(d)次元 )に関する展

開のように摂動を用いることになる｡ここでの研究の目的は,このような摂動展開をし
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ないで, self-consistentに臨界指数を求め,しかもそれを摂動展開したとき, 低次で

はくり込み群の結果と一致するような表式を求めることである｡静的な問題ですでに

Brayl)が用いたのと同様に,次のようなダイヤグラムの寄与を考える(ここではボー

ズ系について議論する ):

一体グリーン関数 GR(k,W)-[W-e(k)-=(k,60)+=(0,0)]-･1

自己エネルギー ∑ -a+ ∠慧
有効相互作用 veff- ニ ー - 一一 十 日

-･(1)

つ-(2)

く > 忠 ノ--･(3)
これに対応する温度グリーン関数の閉じた方程式を書き下すと次のようになる :

∑(k9iw｡)ニー∑∑G(q,ion)+T∑∑eiwnO+G(qpion)qa)n q wn

V｡ff(k-q,iwe-ion),

V｡ff(q,ion)-
u

1-mu Tn (q,io n)
I-[mTn(q,ion)]-1

n(q,iwn)-∑∑G(p,ion)G(q-p,ion-ibm)
p 也1m

但し,we- 2ne打T(n｡-0,±1, ±2,-･･･), wn- 2n花T(n-0,±1, 一･ ･-･),

m はBosefieldの成分の数である｡2)上のよう､な非線型の方程式の解の性質を調べる

には次のようなスペクトル表示を用いると便利である｡

スペクトル表示

G(k,iwn)-i-J'

V｡ff(p,ion)-I

p(k,E)

8-1(〟∩

b(p,y)

y + lW∩

dE ; P(k･e)-Im GR(k,e),

dy.

- (7)

-･(8)

このスペクトル表示を用いて,(4)～(6)式を書き直し>, wn-sum で現わるボーズ分布

関数 f(e)-1exp(e/T)-1i~1をf(e)= T/E と近似して (これは臨界点近傍の異

常性を議論する限り許される近似である),その後で解析接続を行 うと次のような方程
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式 が得られ る :

GR(k,a))-[a)-e(k)-A∑(k,a)]~1,

A∑(k,a)-T∑ lG(p,GO)V｡ff(k-p,oト G(p,0)veff(p,0)i
p

芝∑J･deP(,,e)p
(～)
E(トーG))Veff(k-p,W -e),

veff(p,W)ニーtmTn (p,W))-1,

n(p,W)- 芸 ∑′dElfde:p(q,El)p(p+q,EI)q

81- el

Elel'(E1-El/+a')0
･･･(91

上記の非線型方程式の解の中で, 次のようなスケール則 を充たすものを採 してみよう:

p(q,e)- q甲~2p(e/qz),

rI(p9W)- pd-2(2-7)n(W/pz)0

このとき, スケー リング関数 p(x),∩(射 こ対する方程式 とA∑(k,W)は次のように与

えられる :

a)∩(可-
1 ddu

(2W)dJ u2-で(e+u)2+ワ

b)〟(カニIm[1/S(Ⅹ+iO+)]

C) S(V)-So(V)+ Sl(V),

1 1

S｡(V)-音 nTq)毒 J ddu [

/讐 dxf% )dy
xuz-(e+u)zy

xuz-(e+ u)zy+ Ⅴ,

or [S(,)]~1-÷ ノ●

(e+u)2(" )-d 1

u2-7
and

sl(V,-蕊(idJ･ddui-J･dx
d) A∑(k,m)ニ ーk2~ 7S(a,/kZ)

I)(＼)

Ⅹ-Ⅴ-10+ dx,

]
ー ~ud-2+でS(o)｣'S(V/uz)

p(x) (e+u)2(2-7)-d 1

x(x-V/uz)uz'2~甲n(

･-(12)

ここで, W→ 0の staticlimitをとるとBrayの結果 1)が検証 されることがわかる｡

(量子効果 が現われない｡) 上の方程式 を解 くのは非常に難か しいので近似的に解いて

みるO -つの近似 は p(x)が x -1に鋭い ピークを持っ (m--では厳密にそうなってい

る)として口(V)の積分の中をx-1,y-1の値で置きかえる｡ さらに,Vについて展
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開してVの一次の項よりZに対する閉 じた方程式を作ると

1 1

m 汚 す訂 f ddu
l=--

但 し

.q(､)

(e+u)2(2-で)-d. 1

I.i,It川u2-7+z

ddx

g(-uz/(e+u)Z

Xz-(e+ x)Z

(2W)dJx2-符(e+x)2-7 xz-(e+ Ⅹ)Z+ V ｡

) ･･･(13)

っ･.一朗)

これを数値的に解けば動的臨界指数 Zが求まる｡m一 大として 1/mの一次まで展開す

ると容易にわかるように,すでに知られている結果 3)"6)

Z - 2-で+21+o(m-2),

21-df i260(d-3)cos2(wd/2)-1)+0 (m~2)

となる｡この方法の輸送係数7)への応用は目下研究中である｡
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『-様 なボーズ凝縮体 の不可逆過程』
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相互作用するボーズ粒子系の熱的平衡状態に於いて, -様な凝縮体が存在していると

き,そのゆらぎと安定性は,運動量 0の-粒子準位に関 してゆらぎの演算子 を導入する
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